
ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　参考データ

サ
イ
ズ
込
み
で

Ｎ
Ｏ
Ｋ

復
活
祭
の
ピ

ク
過
ぎ
る

ＦＰＩア
ト
ラ
ン
情
報

イ

カ
情
報

Ｄ
Ａ
Ｐ
情
報

３
週
早
く
最
終
盤
に

ス
リ
身
累
計
で
も
減
少

米
国
向
け
減
少
で
９
％
減

イ
ン
ド
２
月
エ
ビ
輸
出

バナメイ水揚げ本格化
ドル価下げも、円安で苦戦
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 マルヨ水産 かもめちくわ　本 ． ．          はごろもフーズシーチキンＬフレークＳＰ　ｇ ． ．             
 日本水産 まるごとおいしい太ちくわ本　ｇ ． ．              はごろもフーズシーチキンマイルドＳＰ　ｇ ． ．             
 一正蒲鉾 サラダスティック　．ｇ×本 ． ．               シジシージャパン ＰＢ　ライトツナフレーク（まぐろ）オイル不使用　 ． ．             
 日本水産 活ちくわ　本 ． ．            はごろもフーズシーチキンＬフレーク　ｇ× ． ．            
 一正蒲鉾 ピュアふぶき　ｇ ． ．               シジシージャパン ライトツナフレークまぐろ　ｇ× ． ．             
 日本水産 ＭＳＣおいしいものをちょっとだけ　ｇ× ． ．              日生協 ＣＯＯＰ　はごろもシーチキンマイルドＳＰ　 ． ．         
 日本水産 海からサラダフレーク　ｇ ． ．           はごろもフーズシーチキンＮＥＷマイルドＳＰ　Ｐ ． ．          
 カネテツデリカフーズ ほぼカニ　ｇ ． ．              はごろもフーズシーチキンマイルド　ｇ× ． ．            
 日本水産 海からサラダフレーク　ｇ ． ．             はごろもフーズシーチキン　Ｌ　ｇ ． ．             
 紀文食品 チーちく　個　ｇ ． ．               コープデリ連合会 ＣＯＯＰ　ライトツナフレークノンオイル　Ｔ号× ． ．      
 紀文食品 シャキッと玉ねぎ天　枚 ． ．           はごろもフーズシーチキンＬフレークＳＰ　ｇ ． ．        
 紀文食品 皮までおいしい生ちくわ　本 ． ．              シジシージャパン 断然お得　ライトツナフレーク　ｇ＊缶 ． ．             
 紀文食品 魚河岸揚　プレーン　ｇ ． ．              いなば食品 ライトツナスーパーノンオイル　ｇ×缶 ． ．             
 シジシージャパン サラダフレーク　ｇ ． ．            はごろもフーズオイル不使用シーチキンＬフレークＳＰ　ｇ ． ．            
 堀川 アラスカ　本 ． ．           はごろもフーズはごろも煮　ｇ ． ．            
 紀文食品 さつま揚げ　枚　ｇ ． ．            いなば食品 ライトツナ食塩無添加　ｇ×缶 ． ．             
 紀文食品 鯛入り紀文竹輪　本 ． ．          はごろもフーズ オイル不使用シーチキンマイルドＳＰ　ｇ ． ．             
 スギヨ ロイヤルカリブ　乳酸菌入　本 ． ．      はごろもフーズＮｅｗＬフレーク　ＳＰ　ｇ ． ．      
 スギヨ 大人のカニカマ（かに酢付）　本 ． ．               はごろもフーズシーチキンマイルド　ＥＯ　ｇ ． ．             
 紀文食品 シャキッと玉ねぎ天　枚　ｇ ． ．           日生協 ＣＯＯＰはごろもシーチキンＬフレークＳＰ　 ． ．         
 イオントップバリュＢＰちくわ　ｇ× ． ．           はごろもフーズシーチキンＬフレーク　ＥＯ　ｇ ． ．             
 紀文食品 野菜てんぷら　枚　ｇ ． ．           シジシージャパン ライトツナゴロっと大きめオイル不使用　ｇ× ． ．             
 紀文食品 マリーン　本 ． ．          はごろもフーズシーチキンＳｍｉｌｅ　マイルド　ｇ ． ．             
 日本水産 ちくわ　本 ． ．         はごろもフーズシーチキンＳｍｉｌｅ水煮Ｌフレークｇ ． ．             
 伏見蒲鉾 えび入り紅しょうが揚　個 ． ．               はごろもフーズシーチキンＳｍｉｌｅ　Ｌフレーク　ｇ ． ．             
 紀文食品 焼ちくわ　本　ｇ ． ．          はごろもフーズシーチキンマイルドＳＰ　ｇ ． ．       
 シジシージャパン 太ちくわ　すけそうだら使用　ｇ× ． ．           はごろもフーズはごろも煮（Ｎ）ラ　ＳＰ　ｇ ． ．          
 一正蒲鉾 カニ風味スティックプラス　本 ． ．            日生協 ＣＯＯＰ素材そのままシーチキンＭ　ＳＰ　ｇ ． ．        
 水野水産 いかたこ坊主　コ入 ． ．             はごろもフーズシーチキンファンシー　ｇ ． ．             
 日本水産 香味焼焼がに風味　ｇ× ． ．               はごろもフーズシーチキンマイルド　ＥＯ　ｇ ． ．             
 日生協 ＣＯＯＰ　ちくわ　ｇ×Ｐ ． ．          極洋 ライトツナまぐろ油漬　タイ産　ｇ×缶 ． ．          
 一正蒲鉾 白身魚揚げ　個 ． ．              はごろもフーズまぐろと天然水だけのシーチキン純ＳＰ　ｇ ． ．            
 スギヨ 加賀揚　ｇ ． ．              はごろもフーズオイル不使用シーチキンＬ　ｇ ． ．             
 紀文食品 綿雪はんぺん　ｇ ． ．           日本水産 まぐろステーキ　ｇ ． ．             
 水野水産 玉ねぎ坊主　個入り ． ．            バロー （ＰＢ）まぐろフレーク ． ．       
 紀文食品 野菜てんぷら　枚　ｇ ． ．           いなば食品 国産ライトツナＦまぐろ油漬け缶　ｇ ． ．    
 一正蒲鉾 かに風味スティックサラダ　本入 ． ．         シジシージャパン ライトフレーク（カツオ）オリーブオイル　ｇ× ． ．             
 日本水産 くらし良好　味ちくわ　ｇ× ． ．         はごろもフーズまぐろと天然水だけのシーチキン純　ｇ ． ．             
 日本水産 活ちくわ　本　ｇ ． ．             はごろもフーズシーチキン　Ｌ　ＳＰ　ｇ ． ．           
 スギヨ 匠のかにカマ　ｇ ． ．               いなば食品 ライトフレーク　缶　ｇ× ． ．       
 紀文食品 はんぺん大判　ｇ ． ．               いなば食品 油を使用しないライトフレーク　ｇ×缶入 ． ．      
 一正蒲鉾 お魚厚揚げ ． ．              はごろもフーズシーチキンＳｍｉｌｅ水煮Ｌフレークｇ ． ．            
 なとり チーズｉｎかまぼこ％　ｇ ． ．               はごろもフーズＣＧＣ　シーチキン素材そのまま　ｇ× ． ．           
 フジミツ やきぬき　赤　ｇ ． ．         はごろもフーズシーチキンファンシー　ｇ ． ．           
 一正蒲鉾 チーズサンドはんぺん　個 ． ．               はごろもフーズ 素材そのままシーチキンマイルドＳＰ　ｇ ． ．           
 かね貞 新ちくわ　ｇ×本 ． ．           はごろもフーズＮｅｗマイルド　ＳＰ　ｇ ． ．      
 一正蒲鉾 香ばし生ちくわ　ｇ× ． ．               宝幸 ライトツナフレークまぐろ油漬　Ｓ　ｇ ． ．     
 フジミツ サラダがジューシー　小　ｇ ． ．          はごろもフーズ 素材そのままＮｅｗマイルド　ＳＰ　ｇ ． ．         
 高浜 謹製ちくわ　本 ． ．        サンヨー堂 ライトツナフレーク　ｇ×缶 ． ．    
 馬郡蒲鉾 生食用　ミンチ天　袋　ｇ×枚 ． ．          はごろもフーズはごろも煮（Ｎ）ラ　ＳＰ　ｇ ． ．        

順
位 メーカー名 商　品　名

金額
構成比
（％）

数量
構成比
（％）

最高
価格
（円）

平均
価格
（円）

最低
価格
（円）

地区別ランキング（順位） 順
位 メーカー名 商　品　名

金額
構成比
（％）

数量
構成比
（％）

最高
価格
（円）

平均
価格
（円）

最低
価格
（円）

地区別ランキング（順位）

　　ＰＯＳ売れ筋品目ランキング・３月ベスト
　ねり製品

（対象：全国食品スーパーマーケット店出典：ＫＳＰ－ＰＯＳ）
※価格は税抜き

マグロカツオ缶詰　
・ＰＯＳ（Point of Sales)情報とは、バーコードで商品情報を読み取るPOSレジで集められた「販売時点」の情報のこと。
   このランキングもPOS情報をもとに作成されている。
・「金額構成比」「数量構成比」は、販売された商品が含まれる商品分類の総合計に占めるその商品の金額や数量の割合。
・「地区別ランキング」に記入されている数字は、対象商品の地区ごとの売れ筋ランキング。

週間 累計 週間 累計
ベ・ア海域  ，  ， ．％ ．％
アラスカ湾  ， … ， 全増 ．％
計  ，  ， ．％ ．％

ベ・ア海域  ， ， ， ．％ ．％
アラスカ湾  ， … … 全増 全増

計  ， ， ， ．％ ．％
ベ・ア海域  ，  ， ．％ ．％
アラスカ湾 … … … … … …

計  ，  ， ．％ ．％
ベ・ア海域  ，  ， ．％ ．％
アラスカ湾  ，  ， ．％ ．％
計  ，  ， ．％ ．％

ベ・ア海域 …  … ， … ．％
アラスカ湾 … … … … … …

計 …  … ， … ．％
ベ・ア海域  ，  ， ．％ ．％
アラスカ湾 … … … … … …

計  ，  ， ．％ ．％
ベ・ア海域 … … … … … …
アラスカ湾 … … … … … …
計 … … … … … …

ベ・ア海域  ，  ， ．％ ．％
アラスカ湾  ， ， ， ．％ ．％
計  ， ， ， ．％ ．％

年（月日現在）年（月日現在）

スケコ

スリ身

フィレー
（ＤＳ）

フィレー
（ＳＬ・ＢＬ）

フィレー
（ＷＲ・ＮＳ）

ミンス

Ｈ＆Ｇ（ＷＣ）

Ｈ＆Ｇ（ＥＣ）

主要魚種 生産海域
対比

週間 累計

米国ＤＡＰ主要スケソウ製品の出来高推移（年Ａ＝月日現在）

（単位＝トン）

※①フィレーのＤＳはディープスキン（皮なし）、ＳＬ・ＢＬはスキンレス・ボンレス（皮・骨な
　　し）、ＷＲ・ＮＳはウィズリブ・ノースキン（腹骨付き・皮なし）
　②Ｈ＆Ｇ（ドレス）のＷＣはウェスタンカット（カマ付き）、ＥＣはイースタンカット（カマ
　　なし）
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ノルウェー生鮮アトランの出荷価格ノルウェー生鮮アトランの出荷価格（FPI、FOB（FPI、FOBオスロ）オスロ）ノルウェー生鮮アトランの出荷価格（FPI、FOBオスロ）

2022年
2021年
2020年

(NOK/㌔)

数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価

米国 ， ， ． ， ， ． ， ， ． ， ， ．

中国 ， ， ． ， ， ． ， ， ． ， ， ．

日本 ， ， ． ， ， ． ， ， ． ， ， ．

ベトナム ， ， ． ， ， ． ，  ． ， ， ．

アラブ首長国連邦 ， ， ． ， ， ． ，  ． ， ， ．

合　計 ， ， ． ， ， ． ， ， ． ， ， ．

月 月 ～月

年年

～月

インド、その他の冷凍エビ輸出量と額
（単位＝数量・トン、金額・万㌦、単価・ドル㌔）

※合計にはその他国を含む解凍売りで定番のインド産バナメイ

　
４
月
も
後
半
に
入
り

イ

ン
ド

タ
イ
国

ベ
ト
ナ
ム

な
ど
の
バ
ナ
メ
イ
の
産
地
で

は

水
揚
げ
が
本
格
化
し
て

き
て
い
る

在
庫
が
重
た
く

な

て
き
て
い
る
米
国
や
ゼ

ロ
コ
ロ
ナ
政
策
を
続
け
る
中

国
が
買
い
を
控
え
れ
ば
ド
ル

価
で
は
下
が

て
く
る
可
能

性
も
十
分
あ
る
が

日
本
側

を
悩
ま
せ
て
い
る
の
が
﹁
想

定
を
上
回
る
円
安
﹂
だ


　
日
本
マ

ケ

ト
へ
の
原

料
供
給
国
で
も
あ
る
イ
ン
ド

で
も
コ
ル
カ
タ

ア
ン
ド
ラ

・
プ
ラ
デ


シ

な
ど
主

力
産
地
で
の
水
揚
げ
が
続
い

て
い
る

現
地
価
格
は
ポ
ン

ド
当
た
り



尾
サ
イ
ズ

で
６
・
５

７

程
度
で
オ

フ


が
出
て
い
る
が

日

本
サ
イ
ド
と
し
て
は
為
替
が

大
き
く
円
安
に
振
れ
る
中


も
う
一
段
の
下
げ
を
待

て

か
ら
本
格
的
に
買
い
付
け
た

い
の
が
本
音

国
内
相
場
は

並
品



尾
サ
イ
ズ
の
１

・
８

版
で
１
７
５
０

１

８
０
０
円
程
度
の
建
値
に
な


て
い
る


　
伸
ば
し
エ
ビ
な
ど
加
工
品

の
産
地
で
あ
る
タ
イ
国

ベ

ト
ナ
ム
で
も
水
揚
げ
は
順
調

に
進
ん
で
い
る

た
だ

タ

イ
国
で
は
原
料
は
揚
が

て

い
て
も
加
工
場
の
稼
働
率
が

戻
り
き
ら
ず

原
料
価
格
だ

け
は
大
き
く
下
が

て
い
る

が
加
工
品
の
価
格
は
下
が
ら

ず
夏
過
ぎ
ま
で
は
新
し
い
注

文
は
受
け
ら
れ
な
い
と
の
通

知
も
変
わ

て
い
な
い
と
い

う


　
ノ
ル
ウ


生
鮮
ア
ト
ラ

ン
テ


ク
サ

モ
ン
の
池

出
し
価
格
の
指
標
と
な
る
フ



シ

プ

ル
・
イ
ン
デ


ク
ス
︵
Ｆ
Ｐ
Ｉ
︶
は

イ


ス
タ

︵
復
活
祭
︶
直
前

の
価
格
急
騰
で
過
去
最
高
値

を
更
新
し
た

サ
イ
ズ
込
み

平
均
価
格
は
２
週
続
き
で
キ

ロ
１
０
０
Ｎ
Ｏ
Ｋ
︵
ノ
ル
ウ



ク
ロ

ネ


日



・

円
︶
を
超
え

４

５


サ
イ
ズ
ア

プ
は
１
１
０

Ｎ
Ｏ
Ｋ
も
突
き
破

た


　
　
　
　
　︵
グ
ラ
フ
参
照
︶

　
欧
州
イ

ス
タ

︵
復
活

祭
︶
が
今
年
は

日
だ

た

の
で
第

週︵



日
︶

は
最
需
要
だ

た
と
み
ら
れ

る

祝
日
そ
の
も
の
は
昨
年

よ
り
２
週
間
ほ
ど
遅
か

た

の
で

高
値
の
ピ

ク
も
昨

年
よ
り
２
週
遅
れ
で
推
移
し

て
お
り

例
年
通
り
な
ら
こ

こ
か
ら
先
は
落
ち
着
き
を
取

り
戻
す
と
み
ら
れ
る


　
た
だ

需
要
の
強
さ
に
対

し
て
供
給
量
︵
水
揚
げ
︶
が

追
い
付
い
て
な
く

基
本
的

に
は
今
後
も
高
値
圏
内
で
の

価
格
推
移
が
予
想
さ
れ
て
い

る

水
揚
げ
が
ま
と
ま

て

く
る
ま
で
堅
調
な
需
給
を
維

持
す
る
可
能
性
が
高
い
と
関

係
者
は
分
析
し
て
い
る


　
第

週
は
サ
イ
ズ
込
み
の

平
均
で
も
１
０
８
・

Ｎ
Ｏ

Ｋ
で

初
め
て
１
０
０
Ｎ
Ｏ

Ｋ
に
乗
せ
た
前
週
か
ら
さ
ら

に
７
・
０
％
︵
７
・

Ｎ
Ｏ

Ｋ
︶
続
伸

４
週
連
続
の
値

上
が
り
で

瞬
間
的
に

Ｎ

Ｏ
Ｋ
を
下
回

て
い
た
３
月

中
旬
の
水
準
か
ら

・
７
％

︵

・

Ｎ
Ｏ
Ｋ
︶
も
急
騰

し
た


　
日
本
が
買
え
な
く
な

て

も
価
格
は
上
が
り
続
け
て
お

り

頭
付
き
︵
Ｈ
＆
Ｇ
ヘ


ド
オ
ン
︶
サ
イ
ズ
別
に
は


３

４

サ
イ
ズ
が
前
週
に

比
べ
て
５
・

Ｎ
Ｏ
Ｋ
高
の

１
０
７
・

Ｎ
Ｏ
Ｋ
だ

た

の
に
対
し
て

４

５

サ

イ
ズ
は
７
・

Ｎ
Ｏ
Ｋ
値
上

が
り
し
て
１
１
０
・

Ｎ
Ｏ

Ｋ

５

６

サ
イ
ズ
は
７

・

Ｎ
Ｏ
Ｋ
高
の
１
１
２
・


Ｎ
Ｏ
Ｋ

６

７

サ
イ

ズ
は
７
・

Ｎ
Ｏ
Ｋ
高
の
１

１
１
・

Ｎ
Ｏ
Ｋ

さ
ら
に

７

８

サ
イ
ズ
は

・


Ｎ
Ｏ
Ｋ
高
の
１
１
１
・

Ｎ

Ｏ
Ｋ
と
な
り

４

５

ア


プ
は
軒
並
み
１
１
０
Ｎ
Ｏ

Ｋ
を
突
破
し
た


　
︻
札
幌
︼
北
海
道
機
船
連

に
よ
る
と

韓
国
の
ス
ル
メ

イ
カ
の
今
期
︵
２
０
２
１
年

７
月


年
６
月
︶
の
漁
獲

量
は

今
年
４
月
８
日
現
在

で
前
年
同
期
比

％
増
の
４

万
１
２
１
８

と
な

た


依
然

前
年
を
上
回
る
ペ


ス
を
保

て
い
る
が

そ
の

プ
ラ
ス
幅
は
縮
小
傾
向
に
あ

る
漁
獲
可
能
量︵
Ｔ
Ａ
Ｃ
︶

の
消
化
率
は

・
２
％
だ


た


　
漁
業
種
別
で
は

前
期
に

比
べ
て
唯
一
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
増
加

し
た
西
海
ト
ロ

ル
︵
２
そ

う
び
き
︶
が

％
増
の
１
万

３
１
５
２

と
好
調
で

全

体
を
牽
︵
け
ん
︶
引
し
て
い

る

同
漁
は
当
初
の
Ｔ
Ａ
Ｃ

︵
１
万
１
４
２
２

︶
を
獲

り
切
り

留
保
枠
︵
２
２
３

１

︶
の
利
用
に
移
行

こ

ち
ら
も
８
割
近
く
に
達
し
て

お
り

留
保
枠
を
含
め
た
Ｔ

Ａ
Ｃ
︵
１
万
３
６
５
３

︶

の
消
化
が
視
野
に
入

て
い

る


　
大
型
ト
ロ

ル
は
２
倍
の

８
２
８
４

と
伸
長

大
型

ま
き
網
も

％
増
の
２
４
７


と
ボ
リ


ム
は
小
さ
い

も
の
の

前
年
を
上
回

て

い
る


　
一
方

沖
合
イ
カ
釣
り
は

５
％
減
の
１
万
９
０
５

と

前
年
割
れ

中
型
ト
ロ

ル

も

％
減
の
５
０
２
７

と

マ
イ
ナ
ス
だ

資
源
管
理
の

強
化
を
目
的
に
昨
年
１
月
か

ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
導
入
さ
れ
た
近

海
網
︵
自
治
体
管
理
︶
は


３
・
６
倍
の
３
６
０
３

と

昨
年
の
操
業
期
間
が
短
か


た
影
響
で
大
幅
な
プ
ラ
ス


当
初
Ｔ
Ａ
Ｃ
の

％
に
達
し

て
お
り

西
海
ト
ロ

ル
に

続
き
留
保
枠
︵
９
５
９

︶

を
利
用
す
る
可
能
性
が
出
て

い
る


　
イ
ン
ド
商
工
省
が
こ
の
ほ

ど
発
表
し
た
２
月
の
エ
ビ
類

の
輸
出
量
は
前
年
比
９
％
減

の
３
万
３
９
５
４


金
額

は
０
・
１
％
減
の
２
億
７
１

４
１
万

だ

た

国
別
で

最
多
を
振
り
向
け
て
い
る
米

国
向
け
の
減
少
が
響
い
た


　
米
国
向
け
の
輸
出
量
は


％
減
の
１
万
３
１
３
７



金
額
は
９
％
減
の
１
億
２
２

２
８
万

だ

た

日
本
向

け
も

％
減
の
１
５
４
９



金
額
で
は

％
減
の
１

２
３
４
万


加
工
原
料
と

し
て
仕
向
け
て
い
る
ベ
ト
ナ

ム
向
け
も

％
減
の
１
２
７

５


金
額
は

％
減
の
９

１
５
万

だ

た


　
現
地
で
は
年
末
か
ら
一
部

地
域
で
の
稚
エ
ビ
の
斃
︵
へ

い
︶死
も
報
告
さ
れ
て
お
り


こ
れ
が
輸
出
量
の
減
少
に
も

つ
な
が

た
と
み
ら
れ
る


　
増
え
た
の
は
国
別
で
２
位

の
量
を
仕
向
け
て
い
る
中

国
８
％
増
の
５
２
８
２



金
額
は

％
増
の
３
３
２
３

万

だ

た


　
１

当
た
り
の
輸
出
単
価

は
上
昇
を
続
け
て
お
り

２

月
単
月
で
は
ほ
ぼ
８

ま
で

上
が

て
い
る

た
だ

日

本
向
け
だ
け
で
は
前
年
実
績

を
下
回
る
８


５
・
７


か
ら
６
・
３

へ
上
昇
し
て

い
る
中
国
や

６
・
３

か

ら
７
・
２

へ
上
昇
し
て
い

る
ベ
ト
ナ
ム
と
も
値
差
は
縮

ま

て
い
る


　
米
国
海
洋
漁
業
局
︵
Ｎ
Ｍ

Ｆ
Ｓ
︶
が
４
月

日
現
在
で

ま
と
め
た
Ｄ
Ａ
Ｐ
ス
ケ
ソ
ウ

製
品
の
週
間
出
来
高
は

生

産
量
は
い
ず
れ
も
急
減
し


前
年
よ
り
も
３
週
間
ほ
ど
早

く
最
終
盤
を
迎
え
て
い
る


　
ス
リ
身
の
週
間
生
産
量
は

前
年
同
期
の
１
割
以
下
の
１

４
９


こ
れ
に
よ
り
累
計

は
７
万
１
４
５
３

と
前
年

を
３
％
ほ
ど
下
回

た


　
同
じ
く
ス
ケ
コ
も
急
減
し

て
前
年
の
１
割
程
度
の




累
計
も
１
万
４
７
７
３


で
前
年
よ
り
８
・
９
％
ほ

ど
減
産
し
て
い
る


　
こ
の
ほ
か
少
な
い
中
で
も

最
も
生
産
量
が
多
か

た
の
が
ド
レ
ス
Ｈ
＆
Ｇ
の
Ｅ
Ｃ
で

５
２
２


現
時
点
で
累
計
が
プ
ラ
ス
に
な

て
い
る
の

は
フ

レ

骨
・
皮
な
し
の
Ｓ
Ｌ
・
Ｂ
Ｌ
と
ド
レ
ス
Ｅ
Ｃ

の
み
と
な

て
い
る



